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事件番号　平成・令和　　　　年（ル）第　　　　　　号

取　　　下　　　書
令和　　　　年　　　　月　　　　日

京都地方裁判所　第５民事部　債権執行係　御中


　　　　　　　　　　　債権者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　債　権　者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　債　務　者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　第三債務者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　上記当事者間の頭書事件番号の債権差押命令申立ては，これを取り下げます。

　　　　（但し，既に取立・配当を受けた分がある場合はそれらを除く。）
注１　申立書に使用した印と同一のものか，実印（印鑑証明書の提出が必要です。）を使用してください。

注２　通知用として８４円切手を，債務者と第三債務者の数分だけ提出してください。
注３　この取下書は同じものを債務者と第三債務者の数＋１部提出してください。
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記載例

事件番号　平成・令和　　　年（ル）第　　　　　号

取　　　下　　　書
令和　　　　年　　　月　　　　日

京都地方裁判所　第５民事部　債権執行係　御中

　　　　　　　　　　　債権者　　　○○株式会社　代表者代表取締役　△　△　△　△　　印

　　債　権　者　　　　○○株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　債　務　者　　　　有限会社○○○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　第三債務者　　　　株式会社○○銀行　○○支店　　　　　　　　　　　　　　　　
　○○信用金庫　○○支店　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　上記当事者間の頭書事件番号の債権差押命令申立ては，これを取り下げます。

　　　　（但し，既に取立・配当を受けた分がある場合はそれらを除く。）

注１　申立書に使用した印と同一のものか，実印（印鑑証明書の提出が必要です。）を使用してください。

注２　通知用として８４円切手を，債務者と第三債務者の数分提出してください。
注３　この取下書は同じものを債務者と第三債務者の数＋１部提出してください。
　　　　　　　例　債務者１　第三債務者１　なら　８４円切手２枚　取下書３部

　　　　　　　　　債務者１　第三債務者２　なら　８４円切手３枚　取下書４部

　　　　　　　　　債務者１　第三債務者３　なら　８４円切手４枚　取下書５部

　　　　　　　　　債務者２　第三債務者２　なら　８４円切手４枚　取下書５部
捨印





捨印





債権差押命令申立書に使用したものと同じ印を使用してください。





債権差押命令申立書に使用したものと同じ印を使用してください。





取り下げる全ての第三債務者の名称を（銀行の場合は支店名まで）記載してください。








